
犯罪被害者週間新潟⼤会

最愛の家族を突然失って
〜⼼から求めている⽀援とは〜

令和3年11⽉27⽇
交通犯罪被害者遺族

（公社）にいがた被害者⽀援センター理事
中曽根 えり⼦

事件(事故)後 さらに私達家族(遺族)が傷ついたこと

被害者 
私達家族(遺族)の場合 

② 司法関係者の言動 

・検事、裁判官等の被害者に対する 

認識不足から来る対応 

③ 司法制度への疑問 

・公正でかつ個人の尊厳を配慮した 

処遇を受ける権利 

・刑事裁判における被害者の位置づけ 

④ 人間不信 

・誰にも会いたくない 

・視線が気になる 

⑤ 友人・知人の言動 

・がんばれ，あと3人いるのだから、いつまでも 

泣いていないで等という言葉かけ 

⑥ 家族間の不和 

・自責の念や苦しみで感情コントロール不可能 

・家族間でも立ち直る方法が異なる 

・極限状態の中、互いに支えあえない 

⑦ 遺された子どもへの心理的虐待 

・かわいいと思えない 

・責める 等 

⑩ マスコミの姿勢 

・ラジオでの報道の件 

(アナウンサーの言葉) 

⑨ 宗教の勧誘等 

・いろいろな信者の人からの誘い 

・霊能力者（？）の突然の訪問 

⑧ 子ども達の教育的損失 

・いろいろな経験をさせてやれない 

・会話がなくなる 

① 行政の被害者支援、情報提供の仕方について 

・電話相談、無料相談等の被害者への接し方 

被害者 
私達家族（遺族）の場合 

⑦ 子どもの習い事の送り迎え 

・同じ習い事の父兄の協力 

⑧ 近隣の人の対応 

・暖かい気持ちで普通に接してくれる 

・興味本位で聞かない 

・おかずのさしいれ等 

⑨ 宗教家の存在 

・初七日、49日、月命日等での対話 

⑩ 友人・知人の励まし 

・手紙やお花、本などをいただく 

・そっと寄り添う心（聴く） 

私達家族(遺族)が得られたありがたかった支援

② 弁護士の被害者支援 

・刑事被疑者の捜査協力 

・民事裁判までの私達への対応の仕方 

③ 裁判の傍聴と証言者の存在 

・弁護士、親戚、友人も傍聴 

・快く証言してくれた人 

④ 幼稚園、小・中学校の子ども達への対応 

・温かく見守る 

・普通に接する 

・息子の事故の真実を父兄達に伝える 

・子どもの視点で見てくれる先生 

⑤ 事故直後に支えてくれた人達 

・現場からついてきてくれた担任 

・黙ってそばにいてくれた先生、友人 

⑥ 食事や家事の世話 

・親や友人、隣人 

⑫ 被害者同士のささえあい、交流 

 （交通事故遺族の会、小さな家等） 

・安心して感情を吐露できる 

・孤立感、疎外感からの脱出等 

⑪ 家族同士のささえあい 

・家族にだけわかりあえる感情 

・無言でも共有できる悲しみ、苦しみ、憤り 

・親の姿を見てがんばろうとする子ども達 

① 警察の被害者支援、情報提供 

・被害者連絡制度等 

・警察官の私達への対応の仕方 

ご静聴ありがとうございました。

基調講演資料（中曽根氏）


